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要約 

個人のストレス状況下における防衛能力や自己イメージを測定する雨中人物画テストは，日本に導入され

て以来，様々な臨床現場において知見が蓄積されてきたが，描画を解釈するための客観的な指標は未だ確

立されていない。そこで本稿では，国外で実施された雨中人物画に関する知見を概観するため，国外研究

のレビューを行い，今後の日本での活用の課題と展望について検討した。最終的に抽出された 17 本の文献

から，国外における雨中人物画研究は①テストとしての有用性の検討，②個人の能力評価としての活用，

③介入の効果指標としての活用，に分類された。特に国外では，雨中人物画の評価スケールを開発し，描

画を定量的に評価する試みも行われていることが明らかとなった。今後の日本における雨中人物画の活用

については，国外の知見を参照しながら，評価スケールを用いた客観的な個人の能力測定や，介入等の質

的な効果指標として活用されていくことが期待できると考えられる。 

 

キー・ワード：雨中人物画テスト（Draw-a-Person-in-the-Rain Test），スコーピングレビュー 

 

I 問題と目的 

1．雨中人物画テストとは 

雨中人物画テスト（Draw-a-Person-in-the-Rain 

Test；Hammer，1958）は，人物画の一種であり，

「雨の中の人」の描画を通して個人のストレス対

処や防衛能力を読み取ろうとする投影法の心理テ

ストである。多くの場合，雨はストレス，傘は防

衛能力，人は自己が投影されたものとして解釈さ

れる。Hammer（1958）の原法における雨中人物

画の施行は，A4 サイズの画用紙を縦置きにして，

「雨の中の人を描いてください」と教示をする。

日本でも当初は原法通りの教示を採用していたが，

「人」という刺激語だけでは自己像とは容易に結

びつかない集団や人物の抽象表現が出現しやすい

ことが見いだされた。そのため日本では，主体が

自己であることを明確にするために，「雨の中の

私を描いてください」という教示で施行されるこ

とが多くなった（澤柳・石川・川口他，1989）。

一般的に，人物画はバウムテストなどと比較する

と，意識された自己像や欲求，感情が表れやすい

とされている（三上，1995）。雨中人物画では，

人物に加えて「雨」というストレスを象徴する題

材が加わることにより，人物表現が賦活され，自

己や状況をめぐる個人の内的世界が直接的に表現

されやすいことが指摘されている（仲嶺，2006）。 

 

2．日本国内での活用 

雨中人物画テストが日本で活用されるようにな

ったのは 80 年代後半からで，澤柳他（1989）に

よって，森田療法を受ける精神科入院患者を対象

に，雨中人物画を用いた調査が行われた。この調

査では，患者が退院時に描いた「雨の中で傘を持
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たず，ずぶ濡れになっている」雨中人物画を，病

院という防御がなくなったことを受け入れている

描画であると解釈し，森田療法によって「あるが

まま」の受け入れを習得したことが読み取れると

報告した。この研究以降，日本では，精神科入院

患者（澤柳・石川・稲川他，1991），アルコール

依存症患者（杉野，1995），物質使用障害患者

（板橋，2017）等を対象とした病院臨床領域で用

いられてきた。その他にも，中学から大学におけ

る学生を対象とした教育現場（丹治他，1993; 高

橋他，1999; 仲嶺，2006; 加藤他，2008; 仲嶺・島

田，2008; 森川・平井，2010; 森川，2012; 野口・

馬場，2016）や，虐待児を対象とした福祉領域

（緒方，2017a;  緒方，2017b）でも活用されてい

る。特に，少年鑑別所に収容された少年を対象と

した司法領域（藤掛，2000; 久保・雨宮，2001; 黒

川・宇田，2003; 黒川他，2002; 丸山他，2003; 小

澤他，2005; 関谷他，2003; 宇田・黒川，2002; 宇

田他，2003; 与那覇他，2001; 与那覇他，2005; 寄

重他，2006）では実証的な研究が積み重ねられて

きた。ただし，日本の雨中人物画研究の現状とし

ては，雨中人物画の有用性や解釈指標についての

検討が試みられているものの，それぞれの研究は

臨床領域ごとに行われ，異なる結果が示されてい

る。例えば「人物が雨に濡れている描画」につい

て，病院臨床領域では先述の通り，退院の不安を

受け入れていると解釈され，予後が良好な可能性

を示唆するポジティブな指標として解釈されてい

る（澤柳他, 1989）。しかし非行領域においては，

雨の防衛が不十分な描画は，ストレスに対する防

衛の不安定さを表すネガティブな指標としての可

能性が示された（与那覇他, 2001）。このように，

雨中人物画には共通した解釈指標が存在していな

いという問題がある（廣田他，2022）。投影法検

査の解釈には社会文化的背景の影響を加味する必

要性が大きく，国外の評価基準や解釈をそのまま

日本に適応できるものではない。しかし，国内の

知見に限界がある現状で，国外の調査研究で積み

重ねられてきた知見を参照することは，日本での

雨中人物画の発展を考えた際に非常に有益である

と言える。 

 本研究では，日本国外で実施されている雨中人

物画研究のレビューを行い，各研究で示された知

見を概観し，国外における雨中人物画研究の動向

を検討することを目的とする。また，日本の雨中

人物画研究との比較から，日本における雨中人物

画の活用の展望についても考察する。 

 

Ⅱ 方法 

 国外で実施されている雨中人物画研究のレビュ

ーをするにあたり，友利他（2020）によるスコー

ピングレビューのための報告ガイドライン日本語

版を参照した。 

 調査時期は2023年8月1日から2023年8月31

日で，文献の検索は第一著者が行った。検索には，

学術論文のデータベースである Google Scholar，

ScienceDirectを用いて，検索には「“person in the 

rain”」および「“man in the rain”」を条件とした。 

 文献を選定する条件として，（1）雨中人物画の

実際のデータを用いた研究であること，（2）査読

付きの学術論文（国際会議議事録を含む）に掲載

された論文であること，（3）英語で執筆されてい

ること，という 3 つの条件で論文を選定した。選

定された文献から，著者，発行年，研究方法，研

究内容，対象者，サンプル数，関連を検討した指

標，得られた知見，を表にまとめた。 

 

Ⅲ 結果 

1．対象文献の概要 

データベースによる検索の結果，両データベー

ス上で 396件がヒットした。重複論文を除外し，

タイトルおよびアブストラクトから文献をスクリ

ーニングした。最終的に，前述した条件を満たす

論文が17本抽出された（Figure 1）。 

抽出した論文の概要について Table 1 に示す。

抽出された論文は，1974 年から 2023 年に発行さ
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れており，研究実施国は韓国とアメリカが 4 件と

最も多かったが，ロシア，南アフリカ，中国など，

様々な国で研究がされていた。論文の選定条件と

して，雨中人物画を用いた研究としたが，研究内

容は，雨中人物画の有用性や可能性を検討した研

究（7 件），雨中人物画から個人の状態や能力を

測定しようとする研究（5 件），雨中人物画を心

理教育などの介入効果の評価に用いた研究（4 件）

に分類された。本稿において選定された 17 本の

論文については，著者，発行年，調査対象者，研 

究内容，関連を検討した指標を Table 2 にまとめ

た。 

 

Figure 1 PRISMA-ScR フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

Table 1 論文概要別の抽出件数（件） 

 

 

 

 

 

 

 

2．雨中人物画の有用性の検討 

 雨中人物画は Hammer（1958）に紹介されて

以来，様々な国や研究者によって，信頼性・妥当

性の検討が行われている。 

Veninis et al.（1974）は，精神科で治療を受け

る思春期の患者の大まかな診断カテゴリー（「神

経症」「パーソナリティ障害」「精神病／境界性精

神病」）を予測することが可能であることを示し

た。また患者の描画から，「雨」と「防衛の強さ」

は，患者が現在受けているストレスの量と関連す

ることが明らかとなり，雨中人物画における実証

的研究の第一歩となった。 

1990 年代以降，Carney（1992）により「雨＝

ストレス」という解釈仮説の妥当性を検討する調

査が行われた。対象となった青年の描画から，雨

に対する防御が不十分であることは，ストレス要

因（雨）に対処する能力が弱っていることを示し

ている可能性があり，雨と雨の防衛がストレスと

抑うつの指標として妥当であることを示した。

Rossi（1997）は，主観的なストレスレベルを測

るツールとして雨中人物画が有効であることを示

した。2000 年代に入ってからも，雨中人物画の

有用性や評価指標となる観点を検討する実証的な

研究が行われているが（Krom，2002; Russo，

2007; Proto，2007），先述の Carney（1992）や

Rossi（1997）を含め，いずれも博士論文・修士

論文であり，正式な論文として発表されていない

ものだった。 

2010年代からは，Willis et al.（2010）によって， 

Krom（2002）が修士論文において作成した

DPRT尺度の改訂版が提案された。 DPRT尺度改

訂版の信頼性と妥当性を検証するために，精神障

害と物質使用障害の患者を対象に調査をした結果，

DPRT 尺度の「ストレス尺度」において評価者間

信頼性が担保されていることが示された。 

Graves et al.（2013）は，気候と降水頻度が異

なる地域（グレートプレーンズ中央地域，ロッキ

ー山脈地域，太平洋岸北西部）の小学生が描く雨 

アメリカ 4 1970年代 1 専門誌 15 有用性・可能性 8

韓国 4 2000年代 1 議事録 2 状態・能力の測定 5

ロシア 3 2010年代 8 介入の評価 4

南アフリカ 2 2020年代 7

イタリア 1

ウクライナ 1

中国 1

インド 1

研究内容論文種別研究実施国 発行年
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Table 2 対象となった文献の概要 

 

中人物画の比較から，構成概念妥当性を検討した。

その結果，特定の地域の降水パターンが描画表現

に影響を与えることが示唆され，悪天候の描画は

描き手のストレスレベルを表すといった雨中人物 

画の仮説は，検討の余地があることを指摘した。 

 

 

Chung& Moon（2018）は，大学生のカウンセ

リングの補助ツールとしての可能性を検討したと

ころ，雨中人物画が大学生の対処行動を評価する

ことに役立ち，適切でない対処行動に苦しんでい

る精神障害者を早期に発見できることを示した。 

No. 著者 発行年 研究方法 研究内容 対象 n 関連を検討した指標

①精神科外来を受診
　した青年
②短期入院病院へ
　入院した成人
③慢性精神疾患患者
　の女性
④少年院に収容
　されていた青年

①25
②42
③13
④43

①入院中の思春期患者 ①23
②短期少年拘置所の患者 ②79 ②のみ

the Taylor Manifest Anxiety Scale (Taylor, 1953)
Barron Ego Strength Scale (Barron, 1953)

精神疾患のない高校生 139

② Theron 2004 量的／質的 測定 学習困難を抱える青年 20

the Adolescent Self Concept Scale (Vrey & Venter, 1983)
the Emotional Profile Index (Roets, 1997)
the High School Personality Questionnaire (Madge & Du 
Toit, 1989)
Kritzberg's Three Animal Technique (Brink, 1997)
the Three Wishes Technique (Brink, 1997)
the Forest Adventure metaphor (L.C. Theron, 2004)

③ Willis et al. 2010 量的研究 DPRT 精神障害と
物質使用障害の患者

40
男性：21
女性：19

The Coping Resource Inventory for Stress (Matheny et al., 
1993)
The Perceived Stress Scale (PSS; Cohen et al., 1983)

④ Kravits et al. 2010 量的／質的 評価 看護師 248 MBI-HSS(Maslach et al., 1996)

⑤ Wood et al. 2012 質的研究 評価
親がHIV関連の病気で

亡くなった独身または
二重の孤児

20

⑥ Graves et al. 2013 量的研究 DPRT

①～③の地域の小学生
①グレートプレーンズ
　中央地域
②ロッキー山脈地域
③太平洋岸北西部

①22
②21
③15

⑦ Demilkhanova 2014 量的研究 測定
①ゲーム依存
②薬物依存

①28
②20

HTP (Buck, 1948)
DAP (Machover, 1949)
Non-existent Animal (Dukarevich et al., 1990)
The Life Style Index (Plutchik et al., 1989)
Who am I test (Kuhn et al., 1954)

⑧ Chung& Moon 2018 量的研究 DPRT 大学生 162 Stress Coping Behavior (Jeong, 2004)

⑨ Jue& Ha 2019 量的研究 DPRT 兵士 300
軍隊生活調整尺度 (Koo, 2004)
レジリエンス尺度 (baek et al., 2003)

⑩ Rjabikina et al. 2019 量的研究 測定 女子大学生 115 STAI (Spielberger, 1970)

⑪ Jue et al. 2020 量的研究 DPRT 徴兵兵士 204 ユニット凝集度スケール (Lee, 2006)

⑫
Kahazova& 
Shipova

2020 量的研究 測定
化学物質中毒者と

親密な(夫婦/親子の）
女性

30

the Mayer-Salovey-Caruso Emotional Intelligence Test 
(Sergienko et al., 2017)
Codependency Assessment Inventory (Weinhold et al., 
2008)
Ways of Coping Questionnarie in Rossian (Kryukova, 
2010)

⑬ Li et al. 2021 量的研究 DPRT 大学生 155  the Stress Reaction Questionnaire（Zhong et al., 2004）

⑭
Mittal& 
Mahapatra

2021 量的／質的 評価 成人男女

50
男性：25
女性：25

the Child and Youth Resilience Measure（Jefferies et al., 
2019）
Screen for Child Anxiety Related disorders（Birmaher et 
al., 1999）

⑮ Kalka et al. 2022 量的研究 測定 キーウ滞在の成人 50

⑯ Kim et al. 2023 量的／質的 DPRT アートセラピスト 64

⑰ Bottaccioli et al. 2023 量的研究 評価 子ども

81
実験群: 33
対照群: 30
経験群: 19

感情管理教育モデル Didactics of Emotions🄬
The Italian version of Test of Emotion Comprehension 
(Albanese& Molina, 2008)

① Verinis et al. 量的研究1974 DPRT
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Jue& Ha（2019）は，個人のストレス対処能力

を評価するツールとして雨中人物画の適用性を検

討した。軍隊の兵士を対象に行われた調査から，

軍隊の生活調整得点における高群と低群では，

DPRT 評価スケールである PITR-LACK-SRC

（Son，2004）における「リソーススコア」と

「対処能力スコア」に差が見られ，また，レジリ

エンス得点の高群は低群よりも「リソーススコア」

が高かった。これらの結果から，雨中人物画が兵

士の軍隊の生活調整とレジリエンスを評価するツ

ールとして有用であることを示した。続いて，

Jue et al.（2020）では，兵士のユニット（部隊）

の結束力を評価するツールとして，雨中人物画の

予測力を検証したところ，PITR-LACK-SRC

（Son，2004）における「リソーススコア」がユ

ニットの凝集度を予測する最も強力な指標である

ことを明らかにした。 

2010 年代からは，雨中人物画を客観的に評価

しようとする試みが盛んにおこなわれており，

Krom（2002）または Lack（1996）が提案した評

価スケールが改訂されて用いられている。両者の

原案を参照することは，2 つが未公開の修士論文

であるということから入手が難しいが，韓国では

Son（2004）によって韓国語に翻訳されて導入さ

れていた。 

また近年では，コンピューターを用いた描画の

定量的な評価の試みも実施されている。Li et al.

（2021）は，2015 年に江蘇大学で開発された雨

中人物画を評価・採点するためのソフトウェア

（中国における著作権局のライセンス取得）を用

いて分析を試みた。分析の結果，尺度で測定した

ストレス反応のレベルが，描画上の雨粒の数，雨

粒間の平均距離，紙面上の雨粒に覆われている面

積と正の相関があることが示された。雨中人物画

においてストレスの指標とされる雨と，ストレス

反応との間に関連が見られたことから，雨中人物

画分析のソフトウェアによって客観的な分析が可

能であることを示した。また Kim et al.（2023）

は，多くの描画を自動で評価する AI システムで

ある AlphaDAPR を提案し，参加したアートセラ

ピストの約 64%が使用の意向を示し，インターフ

ェイスデザインに組み込まれた AI が，使用者に

とっての有用性，信頼感，満足感，最終的な使用

意向に影響を与えることの重要性を強調した。 

 

3．個人の能力評価としての活用 

 雨中人物画は，個人をとりまくストレス状況や，

ストレス対処能力を読み取るテストであることか

ら（Hammer，1958），研究の中で個人の状態や

能力を測定する項目としても用いられてきた。 

Theron（2004）は，学習障害のある青年が人

生の困難を乗り越え，自己実現を達成することが

できる個人の性質を明らかにするために，自己概

念に関する尺度に加え，雨中人物画を含めた投影

法（三匹の動物技法など）を用いた。調査の結果，

雨中人物画において，雨から身を守る程度は，個

人のレジリエンスのレベルを示す手掛かりとなる

ことが示された。 

Demilkhanova（2014）がゲーム・薬物中毒の

患者を対象に行った，中毒行動が個人のアイデン

ティティに与える影響を検討した調査において， 

HTP や DAP などと共に雨中人物画が用いられた。

描画からは，ゲーム中毒患者の 67％に身体のな

い人物が描かれ，幼児性が見られたことを報告し

た。また，ゲーム中毒患者は 72%のケースで人の

描画が小さかったことから，自尊心が低いことが

考えられ，薬物中毒者のグループは 32%のケース

で人物描画が小さく自尊心が低い特徴が見られた

ことを報告した。これらの結果から，薬物中毒患

者と比べゲーム中毒患者は，自己概念が形成され

ておらず，現実認識の歪みがあることが示された。 

Rjabikina et al.（2019）の調査において，女子

大学生の女性性・男性性の特性と不安の程度を検

討するため，雨中人物画は不安の度合いを測定す

る項目として採用された。調査の中で，不安の高

い女子学生の雨中人物画には，不規則な線や二重
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線，網掛け線，無秩序な雨が描かれ，傘や避難所，

衣服などの保護アイテムが描かれず，水たまりや

汚れが描かれていることが分かった。 

Kahazova & Shipova（2020）が実施した共依存

女性の対処資源としての心の知能の検証では，雨

中人物画が調査項目として用いられ，雨中人物画

から，不安感，感情的な冷たさ，環境とのコミュ

ニケーションの難しさ，衝動性，幼児性といった

共依存者の特徴が裏付けられた。また描画からは，

共依存者が必要な資源を持っていること，積極的

な対処方略を採用していることも明らかとなった。 

Kalka et al.（2022）は雨中人物画を使用して，

軍事作戦中にキーウに滞在していた成人を対象に，

レジリエンスのレベル（低・中・高）によって，

それぞれのレベルの回答者の特性を評価し，区別

することが可能であったことを示した。 

その他，症例報告であるためレビュー対象とな

らなかったが，Taranushenko & Tepper（2022）

は，反復性呼吸器感染症を患う児童の高次精神機

能の評価に雨中人物画を用いており，雨中人物画

が幅広く評価指標のひとつとして用いられる可能

性がうかがえた。 

 

4．介入の効果指標としての活用 

 心理教育や教育プログラムの効果を検証する目

的で，雨中人物画が用いられた研究も存在した。 

Kravits et al.（2010）は，高ストレス地域で働

く看護師を対象に，6 時間のストレス対処方略に

関する心理教育プログラムを実施し，その介入効

果を評価する目的でプログラム前後に雨中人物画

を実施した。プログラム後の雨中人物画では，雨

量が少なくなり，参加者の 57％が低ストレスの

基準を満たしていることが示された。 

Wood et al.（2012）は，親がHIV関連の病気で

亡くなった孤児を対象に，レジリエンスを高める

Read-me-to-Resilience（Rm2R）プログラムを実

施し，その効果を検証するためにプログラム前後

に雨中人物画を実施した。プログラム後の参加者

の雨中人物画は，プログラム前と比べて，全体的

に雨の量や雲が減り，いくつかの描画では保護ア

イテムである傘が出現していたことから，ストレ

スへの脆弱性が減少していることが考えられ，子

どものレジリエンスが向上していることが示され

た。この調査における介入の効果検証には，雨中

人物画が単独の効果指標として用いられていた。 

Bottaccioli et al.（2023）は，小学生を対象に，1

年間にわたって感情管理教育モデル（Didactics of 

Emotions）を実施した効果を検証するために雨中

人物画を使用した。雨中人物画からは，家族の面

における，現実，ストレス，不安に対処する能力

が向上したことが示された。 

最後に，介入の効果指標としてではなく，介入

そのものに雨中人物画を用いた研究を記す。

Mittal & Mahapatra（2021）は，コロナ過におい

て青年の感情を表現するツールとして，雨中人物

画が役立つかどうかを検証したところ，雨中人物

画が自分自身と自身の状況や環境を理解しようと

する助けになることを示した。 

 

5．実施法のバリエーション 

雨中人物画の実施法として一般的であるのは，

A4 サイズの白い紙，鉛筆，消しゴムを用意し，

「雨の中の人（私）を書いてください」と教示を

する実施法である。しかし冒頭に述べたように，

本邦においては異なる教示が模索されてきた経緯

もあり，各現場において効果的な実施方法が工夫

されていることがうかがえる。本稿のレビュー対

象の文献に記載されていた，教示と描画後の質問，

教育プログラム内での実施について紹介する。 

Li et al.（2021）では，参加者は，目を閉じて 

30 秒間瞑想し，瞑想中に浮かんだ情景を描くよ

うに伝えられた。ただし，瞑想中に関連するシー

ンが現れなかった場合は，目を開けて描きたいシ

ーンをスケッチするように教示がされたと紹介さ

れていた。また，Kalka et al.（2022）では，描画

後の質問として，「人はどのように感じてますか」
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「彼/彼女はどんな気分ですか」「雨の中，どのよ

うにその人を助けることができますか」「雨の中

にいるとき，（描かれた）人は自分で何ができま

すか」「雨はマイナス要因として認識されていま

すか」といった 5 つの質問をしていた。調査では，

描画後の質問に対して，ストレス耐性のレベル

（高・中・低）による典型例を紹介していた。例

えば，「どんな気分ですか」という質問には，ス

トレス耐性が高い群は「楽しい」，中群は「まあ

まあ」「普通」，低群は「悪い」「悲しい」といっ

た回答が得られたことが示された。また ，事例

報告であるためレビュー対象とはならなかったが，

Davidson et al.（2021）の調査では，芸術療法を

ベースとした研修医の教育プログラムの中に，雨

中人物画が取り入れられた。そのセッションでは，

臨床的スキルの獲得や自己認識などをカリキュラ

ム目標として，雨中人物画の体験と共有，臨床現

場への適用などの解説が実施された。芸術活動を

通じて，研修医が体験的に芸術療法を学び，研修

医同士でお互いの苦悩や成功を分かち合うことが

できたと示した。 

 

Ⅳ 考察 

本稿では，国外で実施された雨中人物画研究に

関する文献 17 本のレビューを実施した。本レビ

ューで見出された国内の研究の相違や，実施方法

の発見，また今後の日本における雨中人物画の発

展可能性について論じる。 

 

1．日本の研究との相違 

日本における雨中人物画に関する研究は，病院

臨床領域をはじめとして，教育現場，福祉領域な

ど幅広く，特に非行領域によって多く実施されて

きた。国外での雨中人物画研究の実施を概観する

と，病院臨床領域の中でも，精神疾患だけではな

く身体疾患を患う患者（Verinis et al.，1974; Willis 

et al.，2010; Demilkhanova，2014）や，その家族

（Khazova & Shipova，2020），そのケアの立場に

いる看護師（Kravits et al.，2010），といった様々

な立場の者に調査が実施されていた。また，小学

生や大学生を対象とした教育現場における研究

（Theron，2004; Chung & Moon，2018; Rjabikina 

et al.，2019; Li et al.，2021; Bottaccioli et al.，2023）

も盛んに取り組まれていた。日本と大きく異なる

対象者としては，親がHIV関連の病気で亡くなっ

た孤児（Wood et al.，2012），兵士（Jue & Ha，

2019; Jue et al.，2020），軍事的な窮地にいる成人

（Kalka et al.，2022）など，非常にストレスフル

な環境に身を置く者を対象として研究が実施され

ていたことである。日本においては，緒方

（2017a; 2017b）が虐待児を対象とした研究を実

施しているが，国外のような過酷な環境にいる

人々を対象とした研究は盛んでないのが現状であ

る。先述の 4 つの研究では，レジリエンスやスト

レス対処能力といった個人のポジティブな力を捉

えるためのツールとして用いている。雨中人物画

は，導入が容易で侵襲性が低いという特徴があり

（吉野，1993），描き手の内的世界が自覚的に表

現されやすいとされている（仲嶺，2006）。過酷

な環境に身を置く人を対象に研究をする際には，

十分な倫理的な配慮をもって実施することが必要

なのはもちろんだが，過酷な環境の中で，個人が

どのように自分の身を守り，環境に適応しようと

しているのか，という側面を捉える際には有用な

ツールになり得ることが考えられた。 

また，多くの研究で，調査項目として雨中人物

画が活用されており，特に心理教育などプログラ

ム介入の効果を測定するための項目として用いら

れていることが多かった（Kravits et al.，2010; 

Wood et al.，2012; Mittal & Mahapatra，2021; 

Bottaccioli et al.，2023）。日本では，澤柳・石川・

川口他（1989）による森田療法の過程をアセスメ

ントするための研究や，杉野（1995）によるアル

コール依存症者の内観療法前後の変化を捉える研

究によって用いられているが，介入の効果を評価

する項目として用いられている研究はほとんどな
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い。介入の効果検証においては，何らかの数値に

変化があることが注目されやすいが，個人の意識

的な側面を測定する尺度の数値だけではなく，無

意識的な側面を捉える投影法が示す結果から，個

人（グループ）の特徴や変化を質的に検討するこ

とは有意義であり，日本での活用が期待される。 

 

2．雨中人物画に関する新たな知見 

本稿のレビューは，国外の雨中人物画研究の動

向を概観することが目的であったが，文献の中に

は日本での雨中人物画の実践において有用な知見

となるだろう実施法や，描画の解釈が見いだされ

た。とりわけ，Kalka et al.（2022）の文献に記載

されていた描画後の質問は，日本での活用も可能

であることが考えられる。描画テストにおいて，

描き手が何を描いたのか，どのようなイメージを

持っているのか等について聞き取る描画後質問は

極めて重要であるが（高橋，1974），雨中人物画

は発展途上にある描画テストであり，描画後の質

問について定型的な質問は定められていない。本

レビューで得られた描画後質問に関する知見は，

描画のイメージを問う基本的な質問から，個人の

ストレス対処のキャパシティを問う応用的な質問

が挙げられていた。質問の言葉も短く安易であり，

日本で導入することも可能であることが推察され

た。また，雨中人物画の描画解釈や，様々な対象

者による描画特徴の出現における知見が見出され

た。調査ごとに見出された描画の解釈や，様々な

クラスターごとの描画表現の出現率については，

今後日本においての知見を蓄積していく中で，参

考にするべき資料となるだろう。 

 

3．定量的評価の可能性 

ここまで，雨中人物画の客観的な指標が確立さ

れていないことについて，たびたび触れているが，

国外では雨中人物画を客観的に評価するための評

価スケールが作成されている。本レビューにおい

て見出されたスケールは，Lack（1996）によっ

て開発された PITR-LACK-SRC，Krom（2002）

の雨中人物画評価スケール，PITR-LACK-SRC の

韓国語翻訳版（Son，2004），Willis et al.（2010）

の雨中人物画評価スケール（Krom，2002）改訂

版，Carney（1992）と Verinis et al.（2006）を参

考に開発した Kravits et al.（2010）の評価スケー

ル，といった 5 つであり，最も使用されていたの

は翻訳版も含めてPITR-LACK-SRC（Lack，1996）

であった。この評価スケールは，35 項目で，ス

トレス領域 16項目，リソース領域 19項目で構成

されており，評価尺度は，ストレス尺度，リソー

ス尺度，対処能力尺度の 3 つである。ストレス得

点は，ストレス領域 16 項目の合計得点，リソー

ス得点は，リソース領域の 1~16 項目の合計から，

同じくリソース領域の 17～19 項目を引いた得点

である。対処能力得点は，リソース得点からスト

レス得点を引くことによって算出される。3 つの

尺度から算出された数値は，合計得点が高いほど，

測定されている属性が強いことを意味している。

このスケールは，評価者が各アイテムの有無をス

コアリングしていく非常に簡便なものであるが，

日本への導入は進んでいない。描画を得点化し，

その数値を単純な結果としてしまうことには注意

が必要であるが，評価スケールから算出された数

値を解釈の補助として活用したり，ストレス状況

のスクリーニングに用いたりするなど，評価スケ

ールがあることによって雨中人物画が説得力のあ

る投影法検査となり，今よりも活用の幅が広がる

ことが推察される。日本での導入にあたり，まず

はPITR-LACK-SRC（Lack，1996）を日本語版と

して翻訳することが最初の課題だろう。 

また近年では，コンピュータープログラムを用

いて雨中人物画を評価する試みも行われているこ

とが明らかとなった（Li et al.，2021; Kim et al.，

2023）。今後，雨中人物画の活用が学校や企業な

ど大規模な調査・アセスメントに用いられる際，

評定者の負担を減らす補助的な手段となり得るこ

とが考えられた。日本で雨中人物画を用いる場面
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は，一対一の心理面接や心理検査といった場面が

多いことが考えられるが，評定者によってぶれが

ない一定の結果を得ることや，セラピスト（検査

者）の負担を減らすことを目的に取り入れること

は可能かもしれない。ただし，コンピューター

（AI）によって導き出される結果をそのまま信頼

することは避けなければならないだろう。 

このように，国外では雨中人物画を客観的に評

価するための研究が盛んにおこなわれているのに

対して，日本においてはそうした研究のほとんど

が論文化に至っていないという現状がある（廣田

他，2022）。臨床現場において，限られた時間の

中で描画テストを用いる際には，バウムテスト等

の「よく使われる」テストが選択されることがほ

とんどであるため（小川他，2011），使用頻度が

圧倒的に低いことが理由として挙げられる。現場

において新しい検査を導入するハードルは高く，

導入のためには標準化された指標やエビデンスが

求められるが，その標準化のためのデータ蓄積が

行われる余地がないのが現状であろう。描画を定

量的に評価する指標の確立のためには，まずは均

質なサンプルを大量に確保することが必要であり，

さまざまな年代や属性の人々への実施が求められ

る。精神的な健康が保たれた群と，臨床群との比

較も必要であろう。ただし，雨中人物画が投影法

テストであることを考えると，実施に際して被検

査者が侵襲的に感じる可能性があるため，学校現

場などでの調査協力を得られにくかったり，協力

を得られた場合にも被検査者の様子を見守るため

の対面実施での人的資源の確保といった実施上の

コストが大きくなることも，定量的評価に向けた

研究の実現を阻んでいることが推察される。 

描画を数量化し解釈することは，結果の解釈に

信頼性をもたらす一方で，数値化されない個人の

特性を掬い上げられず，見落としてしまうという

リスクもはらんでいる。アセスメントツールとし

て活用していくために，どのような描画表現で定

量的な評価ができるのか，どこに検査者による評

価の余地を残すのか，については慎重に検討して

いく必要があると考えられる。 

 

4．おわりに 

 雨中人物画テストは，臨床現場において，その

時点での個人（クライアント）の心理状態や，ス

トレス対処能力，リソースなど，様々な情報を視

覚的に捉えることのできる有用なツールである。

日本での活用において，現時点では共通した客観

的な解釈指標は定まっていないという課題がある。

描画を定量的に評価することの限界に留意しつつ，

国外で実施されている雨中人物画研究から，日本

でも描画の評価スケールの導入が進められたり，

調査項目として研究に用いられたりすることで，

雨中人物画テストの更なる活用と発展が期待でき

るだろう。 
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